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◎ツアー登山について
  　 山の会に入って登りたい山は沢山あると思うが、自分が描いていた山行計画と会の
　　計画とは必ずしも一致しない場合がある。年間計画の中に自分の希望を入れてもら
　　うのも1つの方法である。また気の合った仲間どうしで計画して実行するのも楽しい。
　　しかし、百名山、二百名山、アルパイン的な山等全国展開している場合これらを征
　　服するのは個人的には難しい場合がある。これらを手助けしているのが登山のツアー
　　会社である。会社によって得意分野が違うが特に、遠方の山や、アルパイン的な山
　　は利用価値はあると思う。
A.ツアー会社について
　①主なツアー会社
　　　右に一部の会社のパンフレッドを載せたが、名の通ったツアー会社は10社程あ
　　　る。クラブツーリズム、アルパインツアーサービス、毎日旅行社、朝日旅行社
　　　パワーゾーン、などが主な会社である。各々得意分野がありパンフレッド等発行
　　　しているので取り寄せて調べてみるのも良いだろう。これらの会社は基本的には
　　　ガイドや添乗員を付けて登山するので安心であるが、ガイドを過信してはいけな
　　　い。登山ガイドの資格を持ったガイドはまだ少ない。過去にトムラウシや万里の
　　　長城で事故を起こした最大規模だったアミューズトラベルは登山者の安全確保
　　　の目途が見いだせず、結局廃業に追い込まれた。　
　　　現在、日本の山はクラブツーリズムが海外の山はアルパインツアーサービスが
　　　多くの実績を持っている。少しアルパイン的にはパワーゾーンがお勧め。
　②ツアー会社の特質
　　◎費用が高い
　　　営利目的の会社であり、ちゃんとガイドも付くため、登山費用は高くなる。しかし
　　　未組織登山者や目的をしっかり持った登山者には人気が高い。しかも関東近隣
　　　は別として、北海道や九州などの山を計画した場合、交通機関等の手配やﾀｸｼｰ
　　　代などを考えるとかえって、割安になる場合もある。
　 　目的をしっかり持って利用すれば便利であり、利用価値が高い。
　　◎客層がバラバラ
　　　お客さんは一般公募のため、集まった人達のレベルはまちまちである。
　　　そのツアー会社の常連さんは別として、会社も一番弱い人に会わせ
　　　てくれるが、参加する山によっては自分のレベルを見極め、他の参
　　　加者に迷惑のかからないように注意する必要が有る。
　　◎目的の山
　　　やはり百名山を中心に、二百、山百名山、山梨百名山などの地方
　　　名山を主に選んでパンフレッドに載せている。基本的には効率を
　　　考えて遠地の山の場合、一ツアーで複数個の山を登る場合が多い。
　　　また、関東近隣では日帰りでのハイキング程度の計画もある。また
　　　アルプスや難易度の高い山の場合、ツアー会社がそれなりの訓練
　　　を組み込んでいる場合もあり、利用すれば安全度が増す。
　　◎パンフレッドを見てみよう
　　　右にツアー会社のパンフレッドを抜粋してみた。上段が一般登山者
　　　向けで、下段がアルパイン的な会社の内容である。
　　　一般登山者用は百名山を中心に、効率良く登山できるように工夫
　　　されており、単独で山を目指す場合は便利である。
　　　下段のアルパイン的な山はしっかりした登山ガイドが付くので安心
　　　であり、それなりに費用も掛かるが、確実に目的を達成する事がで
　　　きる。特に雪山や岩登りの場合利用価値が高いと思う。
　③ツアーに参加する場合の注意事項
　　◎事前に内容をチェックする
　　　予め複数社のパンフレッドを入手(電話をすれば送ってくれる）して
　　　日程や費用を比較検討してみる。会社によって縦走する山の組合
　　　せが違ったりしているので自分の目的に合ったルートを選ぶ。
　　　やはり小さなツアー会社より大手の方が、ガイドの人材も豊富で
　　　あり、何かあった場合の対応もしっかりしている。
　　◎参加する時の心得
　　　前にも述べたが、参加者のレベルはバラバラであるから、自分の
　　　力量をわきまえての参加が前提となる。初心者が一般的な百名山
　　　のツアーに初参加するのは問題である。基本的に小屋泊まりで荷物
　　　は少ないが、足だけはそれなりの訓練を積んで参加して欲しい。
　　　参加者仲間とのコミニュニケーションも大切で楽しくやって欲しい。




